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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第２四半期累計期間
第55期

第２四半期累計期間
第54期

会計期間
自平成27年２月１日
至平成27年７月31日

自平成28年２月１日
至平成28年７月31日

自平成27年２月１日
至平成28年１月31日

売上高 （千円） 2,373,501 2,563,059 4,761,224

経常利益 （千円） 294,633 305,195 432,557

四半期（当期）純利益 （千円） 185,651 199,408 276,492

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 238,284 238,284 238,284

発行済株式総数 （株） 2,656,980 2,656,980 2,656,980

純資産額 （千円） 1,306,889 1,504,043 1,357,786

総資産額 （千円） 1,845,234 2,211,597 2,102,552

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 69.88 75.06 104.08

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 15.00 20.00 35.00

自己資本比率 （％） 70.8 68.0 64.6

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △61,397 17,105 307,717

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △780 △12,218 △3,110

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △39,501 △52,762 △79,359

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 974,872 1,253,923 1,301,799

 

回次
第54期

第２四半期会計期間
第55期

第２四半期会計期間
 

会計期間
自平成27年５月１日
至平成27年７月31日

自平成28年５月１日
至平成28年７月31日

 

１株当たり四半期純利益金額 （円) 33.54 31.10  

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

 当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、設備投資の増加基調、雇用・所得環境の改善等により、緩やかに

回復を続けております。先行きについても、回復が続いていくことが見込まれますが、英国のEU離脱問題の不確実

性、中国経済をはじめとしたアジア新興国や資源国等の海外経済の下振れ等のリスクに注視していく必要がありま

す。

 当社の主要顧客である自動車を中心とした輸送用機器分野においては、水素エネルギー技術を活用した燃料電池

自動車、自動運転技術を備えた先進安全自動車等の開発の影響により、また、精密機器分野においては、すべての

モノにインターネット通信機能を持たせる IoT（Internet of Things）の市場拡大に伴う次世代半導体の製造装置

の開発の影響により、当社への技術者要請が増加いたしました。加えて、成長分野として注目が高まる情報通信分

野においては、ソフトウェア領域の技術者の積極的な採用、顧客企業への提案強化に取り組んでまいりました。

 このような状況の中、当社の技術者派遣事業においては、技術者数が前年同期を上回り、稼働率が高水準で推移

したことに加え、平成28年４月入社の新卒技術者を当初の予定より前倒しで配属できたことにより、稼働人員は前

年同期を上回りました。また、高いスキルを有する技術者の高付加価値な業務への配属が進捗したことにより、技

術者単価は前年同期を上回りました。

 これらの結果、当第２四半期累計期間の売上高は2,563,059千円（前年同期比8.0％増）、営業利益は298,979千

円（前年同期比0.2％増）、経常利益は305,195千円（前年同期比3.6％増）、四半期純利益は199,408千円（前年同

期比7.4％増）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前事業年度末に比べ47,875千

円減少し、1,253,923千円となりました。

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は、17,105千円（前年同期は61,397千円の使用）となりました。これは主に、売上

債権の増加額152,075千円、法人税等の支払額117,546千円があったものの、税引前四半期純利益305,195千円が

あったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は、12,218千円（前年同期比11,438千円増）となりました。これは主に、無形固定

資産の取得による支出12,350千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は、52,762千円（前年同期比13,260千円増）となりました。これは、配当金の支払

額52,762千円があったことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

 該当事項はありません。

 

(5）従業員数

 当第２四半期累計期間において、業容拡大に伴う新規採用等により、従業員が77名増加しております。

 なお、従業員数は就業人員であり、登録社員数は含まれておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,000,000

計 9,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年９月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,656,980 2,656,980

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 2,656,980 2,656,980 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年５月１日～
平成28年７月31日

－ 2,656,980 － 238,284 － 168,323
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（６）【大株主の状況】

  平成28年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社関口興業社 兵庫県尼崎市長洲東通３丁目１－13 1,155,000 43.47

アルトナー従業員持株会 大阪市北区中之島３丁目２－18 323,112 12.16

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区中之島３丁目３－23 120,000 4.51

田中 幸夫 大阪市東淀川区 77,000 2.89

張替 朋則 茨城県つくば市 72,560 2.73

奥坂 一也 大阪府岸和田市 68,720 2.58

横田 成昭 大阪府枚方市 39,000 1.46

江上 洋二 千葉県市川市 25,388 0.95

船津 英世 千葉県君津市 24,400 0.91

アルトナー役員持株会 大阪市北区中之島３丁目２－18 21,700 0.81

計 － 1,926,880 72.52

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年７月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,655,500 26,555 －

単元未満株式 普通株式       980 － －

発行済株式総数 2,656,980 － －

総株主の議決権 － 26,555 －

 （注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式３株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年７月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アルトナー
兵庫県尼崎市西大物町

５番２号
500 － 500 0.02

計 － 500 － 500 0.02

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成28年５月１日から平成28

年７月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年２月１日から平成28年７月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年１月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年７月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,301,799 1,253,923

受取手形及び売掛金 512,618 664,694

原材料及び貯蔵品 1,618 1,279

その他 82,301 77,423

貸倒引当金 △3,000 △3,900

流動資産合計 1,895,337 1,993,420

固定資産   

有形固定資産 81,376 80,293

無形固定資産 22,748 25,593

投資その他の資産   

敷金及び保証金 58,138 57,575

その他 44,950 54,714

投資その他の資産合計 103,089 112,289

固定資産合計 207,214 218,176

資産合計 2,102,552 2,211,597

負債の部   

流動負債   

未払法人税等 120,158 114,272

賞与引当金 90,132 86,205

その他 412,735 346,661

流動負債合計 623,025 547,139

固定負債   

退職給付引当金 121,729 160,404

その他 10 10

固定負債合計 121,740 160,414

負債合計 744,765 707,554

純資産の部   

株主資本   

資本金 238,284 238,284

資本剰余金 168,323 168,323

利益剰余金 949,502 1,095,781

自己株式 △363 △363

株主資本合計 1,355,746 1,502,024

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,040 2,018

評価・換算差額等合計 2,040 2,018

純資産合計 1,357,786 1,504,043

負債純資産合計 2,102,552 2,211,597
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年７月31日)

売上高 2,373,501 2,563,059

売上原価 1,498,026 1,638,100

売上総利益 875,474 924,959

販売費及び一般管理費 ※ 577,211 ※ 625,979

営業利益 298,263 298,979

営業外収益   

受取利息 9 6

受取配当金 87 97

受取手数料 256 240

研修教材料 541 626

保険配当金 3,431 3,600

助成金収入 593 500

その他 792 1,240

営業外収益合計 5,712 6,312

営業外費用   

支払利息 41 －

解約違約金 9,300 95

営業外費用合計 9,341 95

経常利益 294,633 305,195

税引前四半期純利益 294,633 305,195

法人税、住民税及び事業税 117,902 109,071

法人税等調整額 △8,919 △3,283

法人税等合計 108,982 105,787

四半期純利益 185,651 199,408
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 294,633 305,195

減価償却費 5,015 5,336

貸倒引当金の増減額（△は減少） 800 900

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,805 △3,927

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,521 38,674

受取利息及び受取配当金 △96 △104

支払利息 41 －

未収入金の増減額（△は増加） △3,788 △3,989

売上債権の増減額（△は増加） △123,601 △152,075

たな卸資産の増減額（△は増加） 899 339

未払消費税等の増減額（△は減少） △67,702 △32,998

未払金の増減額（△は減少） △109,082 △53,669

その他 8,743 30,866

小計 44,188 134,547

利息及び配当金の受取額 96 104

利息の支払額 △41 －

法人税等の支払額 △105,640 △117,546

営業活動によるキャッシュ・フロー △61,397 17,105

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △865 △419

無形固定資産の取得による支出 － △12,350

敷金及び保証金の差入による支出 △369 △236

敷金及び保証金の回収による収入 468 800

その他 △13 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △780 △12,218

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △40 －

配当金の支払額 △39,461 △52,762

財務活動によるキャッシュ・フロー △39,501 △52,762

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △101,678 △47,875

現金及び現金同等物の期首残高 1,076,551 1,301,799

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 974,872 ※ 1,253,923
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第２四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期累計期間
（自 平成27年２月１日
   至 平成27年７月31日）

 当第２四半期累計期間
（自 平成28年２月１日
   至 平成28年７月31日）

給料及び手当 202,940千円 223,855千円

旅費交通費 70,882千円 64,710千円

賃借料 56,756千円 61,283千円

賞与引当金繰入額 13,085千円 14,745千円

退職給付費用 10,580千円 13,638千円

減価償却費 5,015千円 5,336千円

貸倒引当金繰入額 800千円 900千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間
（自 平成27年２月１日
至 平成27年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自 平成28年２月１日
至 平成28年７月31日）

現金及び預金勘定 974,872千円 1,253,923千円

現金及び現金同等物 974,872千円 1,253,923千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自平成27年２月１日 至平成27年７月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月23日

定時株主総会
普通株式 39,848 15.00 平成27年１月31日 平成27年４月24日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月７日

取締役会
普通株式 39,848 15.00 平成27年７月31日 平成27年10月６日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自平成28年２月１日 至平成28年７月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月21日

定時株主総会
普通株式 53,129 20.00 平成28年１月31日 平成28年４月22日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年９月７日

取締役会
普通株式 53,129 20.00 平成28年７月31日 平成28年10月４日 利益剰余金

 

（金融商品関係）

 金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（有価証券関係）

 有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

 該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 当社の報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 平成27年２月１日
至 平成27年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自 平成28年２月１日
至 平成28年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額 69円88銭 75円06銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 185,651 199,408

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 185,651 199,408

普通株式の期中平均株式数（株） 2,656,550 2,656,477

 （注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

 平成28年９月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………53,129千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………20円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年10月４日

（注） 平成28年７月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年９月８日

株式会社アルトナー

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅井 愁星   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 余野 憲司   印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルト

ナーの平成28年２月１日から平成29年１月31日までの第55期事業年度の第２四半期会計期間（平成28年５月１日から平成

28年７月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年２月１日から平成28年７月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルトナーの平成28年７月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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